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【内 容】

⒈ 児童期の特徴

⒉ 児童期の支援で理解しておくこと

⒊ ガイドラインの要点

⒋ アセスメントのプロセス



⒈児童期の特徴 ～アセスメントの前に理解しておくこと～

児童期特有の事項

・背景（育ちと関わり）がその後の障害像を左右するなど、養護性の高い時期。

・進学や進級等の「移行期」の連続する１８年間。

・こどもの時期における意思決定支援、こどものニーズについての解釈は、

未だ深い議論ができていない。

⇒未発達である段階において、こどもの「現在の生活」から、その子の強みを見つけ

ていくだけの評価では粗すぎます。

対象の違い

・障害が未確定な段階や障害者手帳対象外であっても支援対象になりうる。

・障害種別においては全障害が対象である。

⇒したがって、学ぶべき知識が膨大です。

障害の有無に
関わらず

重要な時期！



発見と支援（特に発達障害と軽度知的障害）

・早期発見の体制は整備されつつある。

・早期発見後の支援体制は整っておらず、地域格差が大きい。

（支援対象としての認識の格差も影響）

⇒発見や指摘後の家族の不安と混乱は相当なものです。

対象の違い

・障害が未確定な段階や障害者手帳対象外であっても支援対象になりうる。

・障害種別においては全障害が対象である。

⇒したがって、学ぶべき知識が膨大です。

機関や関係者の連携

・医療、福祉、教育等の分野や機関の数が多い。

・年度毎に連携先が変化し、中心となる機関が変化する。

療育通ってと
言われた…

家では
困ってないのに…



家族支援

・子どもが低年齢なほど家族支援にかける時間が必要

（特に母親との話し合い）

・父親との面談、兄弟姉妹への配慮、祖父母への障害に関する説明等も含め、

関わるべき家族は多い。

⇒特に診断直後の家族は不安と混乱に陥りやすい為、繊細な配慮が必要です。

⇒最新のわかり易い情報提供と、選択肢の中で悩む保護者の気持ちの揺れに
時間をかける必要があります。

⇒情報の把握と更新が頻繁に必要です。



⒉児童期の支援で理解しておくこと

移行の連続

多くの関係機関

多岐にわたる
課題

≪支援の特徴≫



自己決定を支援する

・意思形成支援 ⇒ 意思表出
支援 ⇒ 意見実現支援

・家族全体が支援対象。

・1人の価値判断ではなく、多
面的に捉える。

・アセスメントの手順や方法
が多岐。発達の評価を細かく
繰り返して実施する。

≪留意点① 意思形成支援≫



アセスメント力を高める

・常に継続、連続して行う。

・まずは親子関係の観察。

・保護者の思いや価値観。
祖父母や兄弟姉妹…
(特に母親の両親)

・関係機関から情報入手。

≪留意点② 保護者のアセスメント≫



⒊ガイドラインの要点



◆５領域

◆オーダーメイド

◆「本人支援」

「家族支援」

「移行支援」

「地域支援・

地域連携」





（児童発達支援ガイドライン P13-14）





障害児入所施設への入所理由
（令和５年２月１日 こども家庭庁）

障害児入所施設のアセスメント視点

入所理由
「児童の障害」（49.6％）
「児童の監護困難」（21.7％）

上位２つが、【本人の状況】



⒋アセスメントのプロセス

アセスメントの過程

①
初
期
状
態
の
把
握

②
基
本
的
ニ
ー
ズ
の
把
握

③
課
題
の
整
理

情報の【収集】 情報の【整理】

個別支援計画
の作成



①初期状態の把握

◆子どもの現在の様子

◆家族の様子

◆関係機関の様子 事業所見学の様子、サービス担当者会議

での聞き取り内容、障害児支援利用計画、

発達検査結果…

様々な場面、書面から情報を収集する
相談支援専門員と事業所間で、

役割分担・聴取済の情報共有

などの工夫をしましょう！



◆子どもの現在の様子

＜フォーマルなアセスメント＞

・基礎情報

・家族構成

・保育歴、教育歴、療育歴

・手帳の有無

・診断経過

・成育歴

・５領域の視点で見る発達状況

（アセスメント様式例）

＜インフォーマルなアセスメント＞

・事業所の行動観察
（自由場面、設定場面）

・地域の中での行動観察

※環境によって、様子・課題が違います



◆家族の様子

＜フォーマルなアセスメント＞

・家族構成

・祖父母の住まい

・両親の概要（出身地、最終学歴、勤務先）

・手帳の有無（支援学級在籍歴）

・育ちの中での悩み

・子育て協力者・相談相手

（アセスメント様式例）

＜インフォーマルなアセスメント＞

・相談支援専門員からの情報提供

・関係機関から見た保護者の印象

・保護者（母親）との面談
家族の協力状況、兄弟姉妹の状況
母親の子どもの頃の悩み

・家庭での困りごと
など…



◆関係機関の様子

＜フォーマルなアセスメント＞

・園、学校、児童クラブでの状況
生活の流れ、得意/苦手 など…

・医療、リハビリの状況

・習い事

・エコマップ

（アセスメント様式例）

＜インフォーマルなアセスメント＞

・園、学校、児童クラブ等の観察

・保護者との面談
先生の信頼関係（保護者/本人）、
友だち関係、行事等の非日常イベント

・関係機関での困りごと

など…



②基本的ニーズの把握

◆集められた初期状態の情報の評価
本人支援/家族支援/地域支援 毎に整理

生物学的/心理的/社会的視点 で整理

◆本人や家族等の意向

本人/家族/地域の各ニーズとの相互関係の整理

◆支援の課題抽出

支援が必要な課題（育てたい、修正したい（環境含む））

◆将来の見通し

その支援をすることで、将来何が期待されるか



③課題の整理

◆「本人支援」に関するニーズ把握
子ども本人の発達したいというニーズ

生活習慣、日常生活動作の習得

運動発達、言語発達、認知特性の把握

社会性・行動・情緒の発達課題の把握

◆「家族支援」に関するニーズ把握

家族の希望（育ちに関すること）、困りごと、不安など

家庭内、または、外出時に困っていることの把握

子どもの特性に応じた家庭環境、子育て力の把握

◆「地域支援」に関するニーズ把握

地域生活を送る上での課題、関係機関の困りごとなど

園や学校、他機関で困っていること

連携や役割分担が必要な機関の把握







「ご飯中、イライラしてたなぁ～。今日は、疲れてたのかなぁ～。」

４歳児 Kくん

例えば…



～ おまけ ～

相談支援専門員が作成した『障害児利用計画』の【総合的な援助の方針】を転記しても良い。



支援内容は、５領域全て
を網羅した総合的な支援
内容にする。

５領域全てが関連づけら
れるような記載にする。

個別支援計画は、５領域を含む、様々な視点からアセスメントを重ねた結果であり、反映されたもの！

【項目】
「本人支援」
「家族支援」
「移行支援」
については必
ず記載する。

【留意事項】
加算の算定を
想定している
取り組みの場
合は、算定す
る加算や頻度
等について記
載する。



延長支援加算を算定する上で、
【支援提供時間】と【延長支援時間】を明記する必要があります。









発達支援の定義の変化

通所施設

児
童
福
祉
法
の
改
正

（R６年４月施行）



入所施設

児
童
福
祉
法
の
改
正

（R６年４月施行）

「指導」
「付与」
「訓練」
という

上から目線

「習得」
「支援」
という

子ども主体
の目線
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